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損害保険ジャパン日本興亜株式会社 

 

世界初の接木技術を持つアグリテックベンチャーと連携 

～先端科学技術を活用した食・農分野の課題解決に貢献～ 

 

 損害保険ジャパン日本興亜株式会社（取締役社長：西澤 敬二、以下「損保ジャパン日本興亜」）

は、世界で初めて異なる科の植物間での接木（以下、「異科接木」）の技術を開発・実現した 

アグリテックベンチャー企業、グランドグリーン株式会社（代表取締役：丹羽 優喜、以下 

「グランドグリーン」）と連携し、ＳＤＧｓの目標に掲げられている食料危機問題をはじめとした

食・農分野における世界的な社会課題解決に資する技術・サービスの創出に共同で取り組んでい

くことに合意しました。 

また、損保ジャパン日本興亜のグループ持株会社であるＳＯＭＰＯホールディングス株式会社

（グループＣＥＯ執行役社長：櫻田 謙悟、以下「ＳＯＭＰＯホールディングス」）は、２月７日

付で、グランドグリーンに出資しました。 

 

１．背景と目的 

・損保ジャパン日本興亜は、ＳＯＭＰＯグループのグループスローガンである「安心・安全・ 

健康のテーマパーク」の実現に向け、優れた研究開発機関やベンチャー企業などと連携・投資・

人材交流を通して、社会課題の解決につながる事業創造にチャレンジしており、人々の生活に

欠かせない食・農分野での課題解決にも取り組んでおります。 

・農業は、日本では担い手の高齢化や後継者不足による就農者数の減少、世界では砂漠化の進行

による農地の減少など多くの社会課題を抱えています。さらには、世界の人口増加に伴い、食

料危機が深刻化する中、持続可能な農業の実現に向け、生産性向上の技術が求められています。 

・グランドグリーンは２０１７年に設立された名古屋大学発のベンチャー企業で、世界初の異科

接木技術※を保持しています。当該技術を活用することで、１０年以上要すると言われる新品種

創出を、数年で実現し、砂漠化など栄養素に乏しい土地での農作物生産を可能とすることから、

食料危機問題といった食・農分野の課題解決につながると期待されております。 

・損保ジャパン日本興亜とグランドグリーンは、食・農分野の社会課題解決に向け、農業の主軸

である種苗事業から農業の生産性向上を達成し、持続可能な農業の実現につながる先端科学技

術の研究・開発・社会実装に共同で取り組むことを目的として連携にいたりました。 

 

※接木とは、２つ以上の作物の茎を切断し、切断面で接着して１つの作物として育てる技術で、遺伝子組み換

え等を行うことなく、収量アップ、病害虫対策等が可能となります。接木技術は一般的に使用されており、

現在、トマト生産では約６割、きゅうり生産では約９割で接木苗が使用されております。 

しかし、従来の接木技術は、同科品種同士でしか適用できないとされていましたが、グランドグリーンは世

界で初めて異科の品種同士の接木に成功しました。 

この技術を活用し、栄養素が乏しく作物が育ちにくい土壌でも育つ品種の根とトマトなどを接木することで、

厳しい環境下でも作物を生産することが可能となります。 

    



＜イメージ＞ 

 

２．今後について 

損保ジャパン日本興亜とグランドグリーンは、ＳＯＭＰＯグループが有する顧客基盤を活用し、

農業事業者のニーズを踏まえ、気候変動に強いもしくは耐病性のある新品種などの創出、それに

付随する商品・サービスの研究・開発を通して、農業分野の生産性向上を支援し、食・農分野に

おける社会課題解決の実現に貢献してまいります。 

 

【参考】グランドグリーンについて 

（１）会社名 グランドグリーン株式会社 

（２）事業内容 新品種開発プラットフォームの提供 

接木苗生産の生産性向上 

（３）設立年月日 2017年 4月 

（４）本社所在地 愛知県名古屋市千種区不老町１番 

名古屋大学インキュベーション施設 106号室 

（５）代表者 代表取締役 丹羽 優喜 

（６）資本金 3,999万円（2019年 12月末時点） 

 

以上 

 

トマト（ナス科） きゅうり（ウリ科）

かぼちゃ（ウリ科）
（逞しい根）

トマト（ナス科）
（耐病性のある根）

トマト（ナス科）

貧栄養素の土壌でも

育つ有用根

（マメ科など）

中間台木

従来の同科同士の接木 世界初で達成した異科接木


